
行
書

「調べやすい」「応用しやすい」
➡主体的に学べる！
中学校ではじめて学習する行書。他の漢字や日常生活
での手書きの場面に生かせる漢字表と検索ツールで、
生徒自ら調べ、主体的に学習できます。

「調べやすい」「応用しやすい」
➡主体的に学べる！

行書習得の力強い味方
「硬筆文字検索」

教科書に掲載されている硬筆文字を
検索できます。楷書の確認や、行書

の書き方を調べるときに大いに活躍します。
最大8文字まで検索できます。

活用しやすい！
「巻末漢字表」
小学校で学習した1026字と、中学
校で学習する1110字の漢字を、楷
書・行書の手書き文字で掲載。共通す
る点画や、似通った部分による分類で
配列しており、学習したことを応用し
やすい一覧表です。

中
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
一
覧
表

　こ
の
表
は
、
中
学
校
で
学
習
す
る
一
一
一
〇
字
の
漢
字
を
楷か
い

書し
ょ

・
行
書
で

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

41

40

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

82

81

JKLMNO

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

❿

⓫

⓬

⓭

⓮

⓯

⓰

⓱

⓲

⓳

⓴

㉑

㉒

�

1 93

90

91

92

その他

 

本
表
の
分
類
項こ

う

目も
く

の
配
列
順
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これがあれば、 
国語で学習した言葉を
行書で書けるね！

・

（

　
　

   

）

点
画
の
形
や
長
さ
が
変
わ
る
こ
と
が
多
い
。

1

2

3

筆
脈
は
、
次
の
画
へ
向
か
う
小
さ
な
「
は
ね
」
の
形
で
表
れ
ま
す
。

穂
先
の
通
る
と
こ
ろ

（
朱し

ゅ

の
濃こ

い
と
こ
ろ
）

に
注
意
す
る
。

筆
脈
が
つ
な
が
る

よ
う
に
書
く
。

並
ん
で
い
る
点
画
の
う
ち
、
後
の
二
つ
の
点
画
を
連
続
さ
せ
て
書
く
こ
と
が
多
い
。

三
行
書
で
書
い
て
み
よ
う

最
初
に
楷か

い

書し
ょ

で
書
い
て

字
形
を
確か

く

認に
ん

し
よ
う
。

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

生
か
そ
う

点
画
の
連
続
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

点
画
の
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

（
○
＝
で
き
た
　△
＝
も
う
少
し
）

振ふ

り
返
ろ
う

だんだんと筆
ひつ
圧
あつ
を

加え、止める。

● �「大」の変化

ま
と
め
で
「
大
洋
」
を
行
書
で
書
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
大
」の
つ
く
二
字
熟
語
を

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

行
書
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
あ
る
。

止
め

払は
ら

う
。

1

2

3 4

75

6

止めてから次の
点画につなげる
ように運ぶ。

●「洋」の連続

並
ん
だ
三
つ
の
点
画
で
は
、
二
、
三
画
め

を
連
続
さ
せ
て
書
く
と
、
字
形
が
整
う
。

1

2

2

3

1

考
え
よ
う

点
画
が
連
続
し
、
筆ひ

つ

脈み
ゃ
く

が
表
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
部
分
だ
ろ
う
か
。

楷
書
に
比
べ
て
、
点
画
の
形
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

点
画
の
連
続
と
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

目
標

試た
め

し
書
き

左
払は

ら

い
・
右
払
い

変
化

点
・
右
上
払
い
・
横
画

連
続

ま
と
め
書
き
と
応
用

連
続

変
化

連
続

45 他字への応用を図る「生かそう」
毛筆教材の基本紙面に設けられている「生かそう」
のステップでは、毛筆で学習した「連続」や「変化」
などを、他の硬筆文字で活用できます。

筆順アニメーション
教科書に掲載されている漢字の筆順、
読み、用例などが確認できます。

漢
字

漢字学習に書写の視点を
国語で漢字学習をする際には、書写で学習した点画
の書き方を想起して書くと、誤字を防ぐことができ、
相手意識をもって書く力が育ちます。

漢字学習に書写の視点を

【中学校国語科（書写）　教授資料】 この資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則り、配付を許可されているものです。
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「速く整えて書く」書き方を知る
「行書学習のはじめに」では、
覚えておくと便利な、行書

で速く書く書き方を動画で紹介して
います。

古
典
・ 

 
文
学

内容解説資料

教育出版の『中学書写』では、国語力の基礎を養うこと、
書写で身につけた力を言語活動で生かすことを、最も
大切にしています。国語力育成のために、「文章のなか
で書くこと」「言語活動での活用」「文字文化」の観点で
教材化しています。表紙のモチーフとして、『平家物語』と、「い」「ろ」

「は」の文字（高野切第三種など）を扱うことで、「国
語科書写」と「文字文化」の視点を表現しています。

古典教材や文学教材を
「書いて 味わう」
国語で扱う古典や文学作品を書写で
視写することで、内容をより深く味
わうとともに、豊かな言語感覚を養
います。楷書と仮名の調和に気をつ
けて書くなど、書写のねらいに即し
た視点で連携を図ります。

古典教材や文学教材を
「書いて 味わう」

「百人一首」を
小筆で書く
小筆を使って、短歌や俳句、
格言などを書く活動を豊富
に取り入れています。短冊
に短歌を書くときの知識も
学べます。

「百人一首」を
小筆で書く

「いろは歌」を
小筆で書く動画を収録

まなびリンク（教科書の二次元コードから活用できる
コンテンツ）より、小筆の運筆動画を視聴でき

ます。楷書・行書の「いろは歌」を収録しています。

「いろは歌」を
小筆で書く動画を収録

1年生

2

中心

ど
う
書
く
と
楷か

い

書し
ょ

と
仮
名
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
考
え
た
こ
と
を
左
の
欄ら

ん

に
書
い
て
み
よ
う
。

『
竹
取
物
語
』
よ
り

中心

声
に
出
し
て
読
ん
だ
あ
と
に
、
硬こ

う

筆ひ
つ

で
『
竹た

け

取と
り

物も
の

語が
た
り

』
の
冒ぼ

う

頭と
う

を
な
ぞ
っ
て
み
よ
う
。

5

4

翁お
き
な

　
い
ふ（

ウ
）

者
　
よ
ろ
づ（

ズ
）

の
　
使
ひ（

イ
）

け
り

造み
や
つ
こ

　
な
む（

ン
）

い
ひ（

イ
）

け
る
　
竹
な
む（

ン
）

　今
で
は
も
う
昔
の
こ
と
で
あ
る
が
、
竹
取
の
翁
と
い
う
者
が
い
た
。
野
や
山
に
分
け
入
っ
て
い
つ
も
竹
を
取
っ
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
っ
て
い
た
。（
翁
の
）
名
は
、
さ
ぬ
き
の
造
と
い
っ
た
。

　（あ
る
日
、）
そ
の
竹
の
中
に
、
根
も
と
が
光
る
竹
が
一
本
あ
っ
た
。

【
大
意
】

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
―
配
列
―
―

鉛筆

漢
字
と
仮か

名な

の
大
き
さ
や
行
の
中
心
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

目
標

考
え
よ
う

30
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短た
ん
た
ん  
冊ざ

く
ざ
く

色し
き
し
き  

紙しし

用
紙
を
工く

夫ふ
う

し
て
、
好
き
な
言
葉
や
詩
、
短
歌
、
俳
句
を

書
い
て
み
よ
う
。

若わ
か
山や
ま
牧ぼ
く
水す
い

（
一
八
八
五
〜
一
九
二
八
）
の
歌

『
論ろ
ん
語ご

』
孔こ
う
子し

（
前
五
五
一
頃ご
ろ
〜
前
四
七
九
）
の
言
葉

学
び
て
時
に

之こ
れ

を
習
ふ
、

亦ま
た

説よ
ろ
こ

ば
し

か
ら
ず
や
。

（
ウ
）

（
オ
）

（
ウ
）

白し
ら

鳥と
り

は
か
な
し
か
ら
ず
や
空
の
青
　
海
の
あ
を
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ

文
字
の
大
き
さ
や
配
列
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

学
ん
で
機
会
あ
る

ご
と
に
復
習
す
る
、

な
ん
と
う
れ
し
い

こ
と
で
は
な
い
か
。

【
大
意
】

二
行
書
と
仮か

名な

を
調
和
さ
せ
て
書
い
て
み
よ
う

小筆

小筆

�

紙
面
に
対
す
る
文
字
の
大
き
さ
や
、
位
置
、
余
白
の
取
り
方

に
気
を
つ
け
て
、
全
体
の
配
列
を
工
夫
す
る
。

��

自
分
以
外
の
作
者
の
詩
や
短
歌
、
俳
句
を
書
く
と
き
に
は
、

自
分
の
名
前
の
下
に
「
か
く
」「
書
く
」「
書
」
な
ど
と
書
く
。

��

出
典
や
自
分
の
名
前
は
、
本
文
よ
り
小
さ
め
に
書
く
。

��

色
紙
や
短
冊
に
絵
が
描え

が

か
れ
て
い
る
場
合
は
、
絵え

柄が
ら

の
向
き

に
気
を
つ
け
る
。

�

行
間
や
行
の
長
さ
、
高
さ
を
工
夫
し
て
書
く
と
、
よ
り
よ
い

表
現
が
で
き
る
。

詩
や
短
歌
、
俳
句
を
書
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

用
紙
を
工
夫
し
て

書
い
て
み
よ
う
。

（
オ
）

（
ウ
）

さ
ま
ざ
ま
な
用
紙
に
百ひ

ゃ
く

人に
ん

一い
っ

首し
ゅ

を
書
い
て
み
よ
う
。

神か
み

代よ

　竜た
つ

田た

川が
わ

　健け
ん

　千ち

秋あ
き

　紅も
み
じ葉

　踏ふ

み

　大だ
い

地ち

生
か
そ
う
　

（
○
＝
で
き
た
　△
＝
も
う
少
し
）

振ふ

り
返
ろ
う
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国語学習で 国語学習で 
生きる書写生きる書写
国語学習で 
生きる書写

学習を生かして書く — 配列 —（1年p.30）

中学校で学習する漢字一覧表（p.127）

点画の連続と変化1「大洋」（1年p.45）

文字の大きさと配列（2年p.77）

※�デジタル教科書・デジ
タル教材は開発中のた
め、内容は変更となる
ことがあります。
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手
紙
・ 

 

書
式

「言語活動」のなかで生きる書写「言語活動」のなかで生きる書写

書写書写「言語活動」のなかで生きる「言語活動」のなかで生きる 書写「言語活動」のなかで生きる

書式の教室（p.108）

社会生活で生かす
書式につなげる
義務教育の最終段階として、実社会で活用できる
基本的な手紙の書き方などを掲載。生涯にわたっ
て活用できる力を育てます。

社会生活で生かす
書式につなげる

書
式
の
教
室

　
拝は
い

啓け
い

　
緊き
ん

張ち
ょ
う

　
挨あ
い

拶さ
つ

　
励は
げ

ま
す
　
笑え
が
お顔

　
祈い
の

る
　
敬け
い

具ぐ

　
山や
ま

下し
た

愛あ
い

　
福ふ
く

田だ

真し
ん

治じ

日付は本文より二、三字分下げる。

署
名
は
行
末
よ
り

一
、
二
字
分
あ
け
る
。

宛あ
て

名な

は
上
の
方
に
書
く
。

前文主文後付け 末文

早そ
う

春し
ゅ
ん

の
候こ

う

　
春し

ゅ
ん

暖だ
ん

の
候

　
新し

ん

緑り
ょ
く

の
候

花
の
便
り
も
聞
か
れ
る
頃こ

ろ

と
な
り
ま
し
た
。

初し
ょ

夏か

の
候

　
盛せ

い

夏か

の
候

　
残ざ

ん

暑し
ょ

の
候

連
日
厳
し
い
暑
さ
に
蒸む

さ
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

秋し
ゅ
う

涼り
ょ
う

の
候

　
秋し

ゅ
う

冷れ
い

の
候

　
晩ば

ん

秋し
ゅ
う

の
候

日
増
し
に
秋
も
深
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

初し
ょ

冬と
う

の
候

　
厳げ

ん

寒か
ん

の
候

　
余よ

寒か
ん

の
候

寒
さ
も
ひ
と
し
お
身
に
し
み
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

�

歳さ
い

末ま
つ

の
候

　
今
年
も
い
よ
い
よ
残
り
わ
ず
か
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

�
新し

ん

春し
ゅ
ん

の
候

　
希
望
に
あ
ふ
れ
る
新
年
を
迎む

か

え
、

心
も
新
た
に
な
り
ま
し
た
。

春夏秋冬歳末正月
時
候
の
挨
拶

頭と
う

語ご

結け
つ

語ご

時
候
の
挨あ

い

拶さ
つ

結語は行末より一字分あける。

頭と
う

語ご

…
「
拝
啓
」
な
ど
。

時
候
の
挨
拶
…
季
節
に
合
っ
た
挨
拶
文
を
書
く
。

安
否
を
尋た

ず

ね
る
…
相
手
の
安
否
を
尋
ね
る
。

起き

辞じ

…
「
さ
て
」「
と
こ
ろ
で
」
な
ど
。

本
文
…
伝
え
た
い
用
件
を
書
く
。

結
び
の
挨
拶
…
相
手
の
健
康
を
気
づ
か
う
言
葉
な
ど
。

結け
つ

語ご

…
頭
語
に
対
応
さ
せ
る
。

日
付
…
手
紙
の
差
し
出
し
日

署
名
…
差
し
出
す
自
分
の
名
前

宛
名
…
相
手
の
名
前

前文後付け 主文末文

改
ま
っ
た
案
内
や
報
告
し
た
い
内
容
を
知
ら
せ
る
。

手
紙
の
書
き
方

縦書き

段落の初めを一字分下げる書き方と、
行頭をそろえる書き方とがある。

万年筆

108
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本
の
帯

ポ
ッ
プ

表表紙・背表紙・裏表紙の
三面に書くキャッチコピーは、
スペースに合った
文字の大きさを考えて書く。

重し
げ

松ま
つ

清き
よ
し

　
恵え

美み

　
誰だ
れ

　
一い
っ

緒し
ょ

　
違ち
が

う

　
友
達
に「
お
薦
め
の
一
冊
」を
紹し

ょ
う

介か
い

す
る
た
め
に
、
効
果
的
に
本
の
帯
や
ポ
ッ
プ
を
書
こ
う
。

お
薦す

す

め
の
本
の
帯
や
ポ
ッ
プ
を
作
る

本と離
はな
れたところに

置かれる場合もあるので、
書名と作者名も書く。

引
ひ

き抜
ぬ

く
紙の形は縦長、横長など、
タイトルに合った形を
工
く
夫
ふう
する。

「
お
薦
め
の
一
冊
」
を

仲
間
と
交
流
し
合
お
う
。

①�

お
薦
め
の
本
の
魅み

力り
ょ
く

や
心
に
残
っ
た
言
葉

を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
考
え
る
。

②�

短
い
言
葉
は
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
長
い

言
葉
や
文
は
説
明
の
言
葉
に
使
う
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
説

明
の
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
作
っ
て

み
る
。
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
も
考
え
る
。

③�

本
の
帯
ま
た
は
ポ
ッ
プ
の
ど
ち
ら
に
す
る

の
か
を
決
め
る
。

④�

イ
メ
ー
ジ
に
合
う
用
紙
の
色
を
考
え
る
。

⑤�

レ
イ
ア
ウ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

縦
書
き
か
、
横
書
き
か
、
斜な

な

め
書
き
か
、

書
き
方
を
交
ぜ
る
の
か
を
考
え
る
。

⑥�

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
大
き
め
に
、

色
や
書
体
を
工
夫
し
て
、効
果
的
に
書
く
。

ポ
ッ
プ
で
は
書
名
と
作
者
名
も
印
象
的
に

書
く
。
イ
ラ
ス
ト
は
空
白
を
埋う

め
る
イ
メ

ー
ジ
で
描え

が

く
。

手
順 

裏表紙
背表紙

表表紙

サイ
ンペン

ボー
ルペン

34
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本のポップ
読書活動と関連させて、お薦めの本を紹
介するポップの書き方を示しています。

学習生活に生かして書く（1年p.34）

言
語 
 

活
動

「思考ツール」を 
デジタル教材でも活用

場面に応じて手書きと ICTを使い分けて、
考えを整理することが可能です。

段
落
の
構
成
を
考
え
る

短た
ん

冊ざ
く

に
書
い
た
内
容
を
、
台
紙
の
上
で
動
か
し
て

順
序
を
考
え
る
。
書
き
足
す
こ
と
も
で
き
る
。

ス
ピ
ー
チ
を
評
価
し
な
が
ら
聞
く

話
し
手
の
表
現
の
工く

夫ふ
う

を
評
価
す
る
に
は
、
観
点
を
決
め
て

聞
く
こ
と
が
大
切
。
P
M
I
表
を
活
用
す
る
と
よ
い
。

違
ちが
い

「
サ
ッ
カ
ー
と
私
」

「
中
学
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
」

書きたい内容を
一つずつ短冊に書く。

1いちばん伝えたい
短冊を決める。

2

メモをとるときは、速く書いても
読みやすいように行書で書いてもよい。

P＝よいところ
M＝更

さら
によくできるところ

I＝おもしろいところ
を、項

こう
目
もく
ごとにそれぞれ書き出す。

相手に伝わりやすく
するための順番を考える。

3

119

書写で身につけた力を、学習活動で活用しよう（p.119）

あの人が残した文字（p.52）

大切な言葉を選び、
書く
これまでの学習や学校生活で
出会った名言を選んで書き、発
表し合う活動などをとおして、
国語学習との連携を図ります。

大切な言葉を選び、
書く

思
考×

書
写

普段、ノートや 
メモを書くときに 
生かしたいね。

「書くこと」「読むこと」との関連
国語の言語活動との関連に配慮した教材を
取材し、掲載。国語と書写を連携させた指導
計画が立てやすく、普段の授業で自然に書
写学習の観点を取り入れることができます。

「書くこと」「読むこと」との関連

台た
い

東と
う

区
立
一
葉
記
念
館
蔵
（
東
京
都
）

「月
つきの
前
まえの
柳
やなぎ
」は、1887年

に開かれた歌会で、最
高点をとった作品。

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

埼
玉
に
生
ま
れ
た
。

日
本
経
済
の
礎
い
し
ず
え

を
つ
く
っ
た
実
業
家
。

（
江
戸
〜
）
明め
い

治じ

・
大
正
時
代

（
一
八
四
〇
〜
一
九
三
一
）

温
おん
故
こ
学会　塙

はなわ
保
ほ
己
き
一
いち
の顕
けん
彰
しょう
会蔵（埼

さい
玉
たま
県）

「温
おん
故
こ
而知

ち
新
しん
」は、古いものをたずね求めて新しい

事
こと
柄
がら
を知るという意味。88歳の時に書かれた。

一い
っ

休き
ゅ
う

宗そ
う

純じ
ゅ
ん

京
都
に
生
ま
れ
た

臨り
ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

の
僧そ
う

侶り
ょ

。

「
一
休
さ
ん
」
で
知
ら
れ
る
。

室む
ろ

町ま
ち

時
代

（
一
三
九
四
〜
一
四
八
一
）

大だ
い

徳と
く

寺じ

真し
ん

珠じ
ゅ

庵あ
ん

蔵
（
京き
ょ
う

都と

府
）

豪
ごう
快
かい
に書かれた一

休の代表作。「諸
しょ
悪
あく

莫
まく
作
さ
　衆

しゅ
善
ぜん
奉
ぶ
行
ぎょう
」

は、「悪をなさず、
多くの善を行い、
自らの心を浄

きよ
める

こと。」という意味。

日
本
の
歴
史
上
の
人
物
は
、

ど
の
よ
う
な
文
字
を
書
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
の
人
が
残
し
た
文
字

ム
ラ
コ

東と
う

京き
ょ
う

に
生
ま
れ
た
小
説
家
。

代
表
作
に
『
た
け
く
ら
べ
』

『
に
ご
り
え
』
が
あ
る
。

明
治
時
代

（
一
八
七
二
〜
一
八
九
六
）

口ぐ
ち

一い
ち

葉よ
う

ひ

52

手
書
き

文
化

手書きすることの価値
国語や社会科で扱う偉人の
書や手書き文字を扱うコラム
です。手書きの価値や味わい
深さを感じることができます。

手書きすることの価値

書きながら、
考える
話し合い活動や文章をまとめる
活動などで用いられる「情報を
整理する方法」を紹介。手を動
かして書くことで、考える力を
養います。

書きながら、
考える



行
書

「調べやすい」「応用しやすい」
➡主体的に学べる！
中学校ではじめて学習する行書。他の漢字や日常生活
での手書きの場面に生かせる漢字表と検索ツールで、
生徒自ら調べ、主体的に学習できます。

「調べやすい」「応用しやすい」
➡主体的に学べる！

行書習得の力強い味方
「硬筆文字検索」

教科書に掲載されている硬筆文字を
検索できます。楷書の確認や、行書

の書き方を調べるときに大いに活躍します。
最大8文字まで検索できます。

活用しやすい！
「巻末漢字表」
小学校で学習した1026字と、中学
校で学習する1110字の漢字を、楷
書・行書の手書き文字で掲載。共通す
る点画や、似通った部分による分類で
配列しており、学習したことを応用し
やすい一覧表です。

中
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
一
覧
表

　こ
の
表
は
、
中
学
校
で
学
習
す
る
一
一
一
〇
字
の
漢
字
を
楷か
い

書し
ょ

・
行
書
で

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

41

40

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

82

81

JKLMNO

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

❿

⓫

⓬

⓭

⓮

⓯

⓰

⓱

⓲

⓳

⓴

㉑

㉒

�

1 93

90

91

92

その他

 

本
表
の
分
類
項こ

う

目も
く

の
配
列
順

127

これがあれば、 
国語で学習した言葉を
行書で書けるね！

・

（

　
　

   

）

点
画
の
形
や
長
さ
が
変
わ
る
こ
と
が
多
い
。

1

2

3

筆
脈
は
、
次
の
画
へ
向
か
う
小
さ
な
「
は
ね
」
の
形
で
表
れ
ま
す
。

穂
先
の
通
る
と
こ
ろ

（
朱し

ゅ

の
濃こ

い
と
こ
ろ
）

に
注
意
す
る
。

筆
脈
が
つ
な
が
る

よ
う
に
書
く
。

並
ん
で
い
る
点
画
の
う
ち
、
後
の
二
つ
の
点
画
を
連
続
さ
せ
て
書
く
こ
と
が
多
い
。

三
行
書
で
書
い
て
み
よ
う

最
初
に
楷か

い

書し
ょ

で
書
い
て

字
形
を
確か

く

認に
ん

し
よ
う
。

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

生
か
そ
う

点
画
の
連
続
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

点
画
の
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

（
○
＝
で
き
た
　△
＝
も
う
少
し
）

振ふ

り
返
ろ
う

だんだんと筆
ひつ
圧
あつ
を

加え、止める。

● �「大」の変化

ま
と
め
で
「
大
洋
」
を
行
書
で
書
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
大
」の
つ
く
二
字
熟
語
を

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

行
書
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
あ
る
。

止
め

払は
ら

う
。

1

2

3 4

75

6

止めてから次の
点画につなげる
ように運ぶ。

●「洋」の連続

並
ん
だ
三
つ
の
点
画
で
は
、
二
、
三
画
め

を
連
続
さ
せ
て
書
く
と
、
字
形
が
整
う
。

1

2

2

3

1

考
え
よ
う

点
画
が
連
続
し
、
筆ひ

つ

脈み
ゃ
く

が
表
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
部
分
だ
ろ
う
か
。

楷
書
に
比
べ
て
、
点
画
の
形
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

点
画
の
連
続
と
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

目
標

試た
め

し
書
き

左
払は

ら

い
・
右
払
い

変
化

点
・
右
上
払
い
・
横
画

連
続

ま
と
め
書
き
と
応
用

連
続

変
化

連
続

45 他字への応用を図る「生かそう」
毛筆教材の基本紙面に設けられている「生かそう」
のステップでは、毛筆で学習した「連続」や「変化」
などを、他の硬筆文字で活用できます。

筆順アニメーション
教科書に掲載されている漢字の筆順、
読み、用例などが確認できます。

漢
字

漢字学習に書写の視点を
国語で漢字学習をする際には、書写で学習した点画
の書き方を想起して書くと、誤字を防ぐことができ、
相手意識をもって書く力が育ちます。

漢字学習に書写の視点を
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「速く整えて書く」書き方を知る
「行書学習のはじめに」では、
覚えておくと便利な、行書

で速く書く書き方を動画で紹介して
います。

古
典
・ 

 

文
学

内容解説資料

教育出版の『中学書写』では、国語力の基礎を養うこと、
書写で身につけた力を言語活動で生かすことを、最も
大切にしています。国語力育成のために、「文章のなか
で書くこと」「言語活動での活用」「文字文化」の観点で
教材化しています。表紙のモチーフとして、『平家物語』と、「い」「ろ」

「は」の文字（高野切第三種など）を扱うことで、「国
語科書写」と「文字文化」の視点を表現しています。

古典教材や文学教材を
「書いて 味わう」
国語で扱う古典や文学作品を書写で
視写することで、内容をより深く味
わうとともに、豊かな言語感覚を養
います。楷書と仮名の調和に気をつ
けて書くなど、書写のねらいに即し
た視点で連携を図ります。

古典教材や文学教材を
「書いて 味わう」

「百人一首」を
小筆で書く
小筆を使って、短歌や俳句、
格言などを書く活動を豊富
に取り入れています。短冊
に短歌を書くときの知識も
学べます。

「百人一首」を
小筆で書く

「いろは歌」を
小筆で書く動画を収録

まなびリンク（教科書の二次元コードから活用できる
コンテンツ）より、小筆の運筆動画を視聴でき

ます。楷書・行書の「いろは歌」を収録しています。

「いろは歌」を
小筆で書く動画を収録

1年生

2

中心

ど
う
書
く
と
楷か

い

書し
ょ

と
仮
名
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
考
え
た
こ
と
を
左
の
欄ら

ん

に
書
い
て
み
よ
う
。

『
竹
取
物
語
』
よ
り

中心

声
に
出
し
て
読
ん
だ
あ
と
に
、
硬こ

う

筆ひ
つ

で
『
竹た

け

取と
り

物も
の

語が
た
り

』
の
冒ぼ

う

頭と
う

を
な
ぞ
っ
て
み
よ
う
。

5

4

翁お
き
な

　
い
ふ（

ウ
）

者
　
よ
ろ
づ（

ズ
）

の
　
使
ひ（

イ
）

け
り

造み
や
つ
こ

　
な
む（

ン
）

い
ひ（

イ
）

け
る
　
竹
な
む（

ン
）

　今
で
は
も
う
昔
の
こ
と
で
あ
る
が
、
竹
取
の
翁
と
い
う
者
が
い
た
。
野
や
山
に
分
け
入
っ
て
い
つ
も
竹
を
取
っ
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
っ
て
い
た
。（
翁
の
）
名
は
、
さ
ぬ
き
の
造
と
い
っ
た
。

　（あ
る
日
、）
そ
の
竹
の
中
に
、
根
も
と
が
光
る
竹
が
一
本
あ
っ
た
。

【
大
意
】

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
―
配
列
―
―

鉛筆

漢
字
と
仮か

名な

の
大
き
さ
や
行
の
中
心
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

目
標

考
え
よ
う

30
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短た
ん
た
ん  

冊ざ
く
ざ
く

色し
き
し
き  

紙しし

用
紙
を
工く

夫ふ
う

し
て
、
好
き
な
言
葉
や
詩
、
短
歌
、
俳
句
を

書
い
て
み
よ
う
。

若わ
か
山や
ま
牧ぼ
く
水す
い

（
一
八
八
五
〜
一
九
二
八
）
の
歌

『
論ろ
ん
語ご

』
孔こ
う
子し

（
前
五
五
一
頃ご
ろ
〜
前
四
七
九
）
の
言
葉

学
び
て
時
に

之こ
れ

を
習
ふ
、

亦ま
た

説よ
ろ
こ

ば
し

か
ら
ず
や
。

（
ウ
）

（
オ
）

（
ウ
）

白し
ら

鳥と
り

は
か
な
し
か
ら
ず
や
空
の
青
　
海
の
あ
を
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ

文
字
の
大
き
さ
や
配
列
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

学
ん
で
機
会
あ
る

ご
と
に
復
習
す
る
、

な
ん
と
う
れ
し
い

こ
と
で
は
な
い
か
。

【
大
意
】

二
行
書
と
仮か

名な

を
調
和
さ
せ
て
書
い
て
み
よ
う

小筆

小筆

�

紙
面
に
対
す
る
文
字
の
大
き
さ
や
、
位
置
、
余
白
の
取
り
方

に
気
を
つ
け
て
、
全
体
の
配
列
を
工
夫
す
る
。

��

自
分
以
外
の
作
者
の
詩
や
短
歌
、
俳
句
を
書
く
と
き
に
は
、

自
分
の
名
前
の
下
に
「
か
く
」「
書
く
」「
書
」
な
ど
と
書
く
。

��

出
典
や
自
分
の
名
前
は
、
本
文
よ
り
小
さ
め
に
書
く
。

��

色
紙
や
短
冊
に
絵
が
描え

が

か
れ
て
い
る
場
合
は
、
絵え

柄が
ら

の
向
き

に
気
を
つ
け
る
。

�

行
間
や
行
の
長
さ
、
高
さ
を
工
夫
し
て
書
く
と
、
よ
り
よ
い

表
現
が
で
き
る
。

詩
や
短
歌
、
俳
句
を
書
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

用
紙
を
工
夫
し
て

書
い
て
み
よ
う
。

（
オ
）

（
ウ
）

さ
ま
ざ
ま
な
用
紙
に
百ひ

ゃ
く

人に
ん

一い
っ

首し
ゅ

を
書
い
て
み
よ
う
。

神か
み

代よ

　竜た
つ

田た

川が
わ

　健け
ん

　千ち

秋あ
き

　紅も
み
じ葉

　踏ふ

み

　大だ
い

地ち

生
か
そ
う
　

（
○
＝
で
き
た
　△
＝
も
う
少
し
）

振ふ

り
返
ろ
う
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国語学習で 国語学習で 
生きる書写生きる書写
国語学習で 
生きる書写

学習を生かして書く — 配列 —（1年p.30）

中学校で学習する漢字一覧表（p.127）

点画の連続と変化1「大洋」（1年p.45）

文字の大きさと配列（2年p.77）

※�デジタル教科書・デジ
タル教材は開発中のた
め、内容は変更となる
ことがあります。
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